
オリーブの栽培（南元町  北側法面）
地元事業者、大阪産業大学との産官学の連携

～オリーブを通じた地域の発展～
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【令和３年　第３回（９月）定例会】
会　期　令和３年９月１０日～２８日（１９日間）

専決処分事項の報告（１件）・人事案件（４件）・決算認定（７件）
補正予算（２件）・ 条例制定（２件）・ 条例改正（２件）・ 契約議決（６件）
決算特別委員会の設置（１件）・ 決算特別委員会の委員の選任（１件）
意見書（２件）  計２８件

　

法
改
正
に
よ
り
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
発
行
主
体
が

市
町
村
か
ら
「
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
条
例

中
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
再

交
付
に
係
る
手
数
料
の
規

定
を
削
除
す
る
も
の
。な
お
、

再
交
付
等
に
係
る
事
務
は
、

機
構
か
ら
委
託
を
受
け
て

引
き
続
き
、
市
町
村
が
行

う
。（
９
月
１
日
専
決
処
分
）

　

指
名
競
争
入
札
（
５
社
）

の
結
果
、
有
限
会
社
古
山

厨
房
が
落
札
し
、
６
千
２
５

６
万
８
千
円（
消
費
税
込
み
）

で
契
約
す
る
も
の

　

指
名
競
争
入
札
（
６
社
）

の
結
果
、
株
式
会
社
マ
ツ
シ

タ
が
落
札
し
、
７
４
８
万
円

（
消
費
税
込
み
）
で
契
約
す

る
も
の

　

本
協
議
会
が
令
和
３
年

３
月
31
日
付
け
で
廃
止
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治

法
施
行
令
第
５
条
第
３
項

の
規
定
に
準
じ
、
決
算
認
定

し
た
も
の
。
決
算
額
46
万
４

千
５
５
７
円
で
、
差
引
残
額

は
０
円
。

　

指
名
競
争
入
札
（
２
社
）

の
結
果
、
奈
良
日
野
自
動
車

株
式
会
社
が
落
札
し
、
７
５

５
万
９
千
９
２
０
円
（
消
費

税
込
み
）
で
契
約
す
る
も
の

　

指
名
競
争
入
札
（
６
社
）

の
結
果
、
高
橋
正
株
式
会

社
が
落
札
し
、
４
千
８
６
２

万
円
（
消
費
税
込
み
）
で
契

約
す
る
も
の

　

新
川 

朋
子
氏
の
任
期
が

令
和
３
年
９
月
30
日
付
け

で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
３
年
10
月
１

日
か
ら
令
和
７
年
９
月
30

日
ま
で

　

現
委
員
（
河
合
町
選
出

委
員
）
の
任
期
が
令
和
３

年
10
月
９
日
付
け
で
満
了

す
る
こ
と
か
ら
、
辻 

俊
雄

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
３
年
10
月
10

日
か
ら
令
和
７
年
10
月
９

日
ま
で

　

前
委
員
（
上
田 

秀
明
氏
）

が
令
和
３
年
８
月
17
日
付

け
で
退
任
さ
れ
た
た
め
新
た

に
、
谷 

久
夫
氏
を
委
員
と

し
て
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
３
年
９
月
10

日
か
ら
令
和
５
年
12
月
13

日
ま
で

　

令
和
２
年
度
の
会
計
決

算
の
審
査
を
行
う
た
め
に

設
置
。
議
長
及
び
議
会
選

出
監
査
委
員
を
除
く
全
議

員
（
10
名
）
を
委
員
に
選

任
す
る
も
の

義
務
教
育
学
校
特
別
委
員
会

（
第
11
回
委
員
会
）

　

９
月
21
日
に
開
催
し
義
務

教
育
学
校（
北
・
南
）の
整
備

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
あ
と
、
現
地
視
察
を
実
施

議
会
改
革
特
別
委
員
会

（
第

１１
回
委
員
会
）

　

７
月
16
日
に
開
催
し
、
議

会
改
革
検
討
項
目
の
中
か
ら

「
最
優
先
で
取
り
組
む
べ
き

も
の
」
を
協
議
し
決
定

①
議
員
の
受
講
研
修
に
つ
い

て
、
全
国
市
町
村
国
際
文
化

研
修
所
が
主
催
す
る
研
修
に

各
自
で
参
加　

②
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
活
用
し
た
一
般
質

問
や
議
場
内
の
質
問
者
席
の

設
置
を
検
討　

③
議
会
Ｂ
Ｃ

Ｐ
策
定
を
検
討

【
提
出
者
】小

山　

郁
子 

議
員

※
意
見
書
（
５
ペ
ー
ジ
）

　

事
後
審
査
型
条
件
付
一

般
競
争
入
札
の
結
果
、
株

式
会
社
松
村
電
機
製
作
所

関
西
支
店
が
落
札
し
、
１
億

１
２
０
万
円（
消
費
税
込
み
）

で
契
約
す
る
も
の

【
提
出
者
】玉

守　

数
叔 

議
員

※
意
見
書
（
５
ペ
ー
ジ
）

王
寺
町
手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て　【承　

認
】

王
寺
町
立
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
関
係
備
品
の
購

入
契
約
に
つ
い
て

【
可　

決
】

王
寺
町
立
義
務
教
育
学

校
カ
ー
テ
ン
の
購
入
契

約
に
つ
い
て【

可　

決
】

令
和
２
年
度
王
寺
周
辺

広
域
市
町
村
圏
協
議
会

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

【
認　

定
】

王
寺
町
立
幼
稚
園
通
園

バ
ス
の
購
入
契
約
に
つ

い
て

【
可　

決
】

王
寺
町
立
義
務
教
育
学

校
備
品
の
購
入
契
約
に

つ
い
て

【
可　

決
】

王
寺
町
教
育
委
員
会
の

委
員
の
任
命
同
意
に
つ

い
て　

【
同　

意
】

北
葛
城
郡
公
平
委
員
会

委
員
の
選
任
同
意
に
つ

い
て　

【
同　

意
】

王
寺
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て　

【
同　

意
】

令
和
２
年
度
王
寺
町
決

算
特
別
委
員
会
の
設
置
・

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
可　

決
】

王
寺
町
文
化
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
照
明
更

新
工
事
の
請
負
契
約
に

つ
い
て

【
可　

決
】

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
処
し
地

方
税
財
源
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書
に
つ
い
て

【
可　

決
】

特
別
委
員
会
の
設
置

専
決
処
分
事
項
の
報
告

意

見

書

9月
定例会

本
会
議（
９
月
10
日
）

本
会
議（
９
月
28
日
）

会
期
中
の
報
告

閉
会
中
の
報
告

沖
縄
戦  

戦
没
者
の
遺
骨

等
を
含
む
土
砂
を
埋
立
て

に
使
用
し
な
い
よ
う
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

【
可　

決
】

　

高
津 

孝
至
氏
の
任
期
が

令
和
３
年
９
月
30
日
付
け

で
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
も
の

【
任
期
】
令
和
３
年
10
月
１

日
か
ら
令
和
７
年
９
月
30

日
ま
で

　

奈
良
県
電
子
自
治
体
推

進
協
議
会
が
実
施
す
る
共

同
調
達
に
よ
る
一
般
競
争

入
札
の
結
果
、
株
式
会
社

大
塚
商
会
Ｌ
Ａ
関
西
営
業

部
が
落
札
し
、
１
千
６
２

５
万
５
千
２
５
０
円
（
消

費
税
込
み
）
で
契
約
す
る

も
の

　

指
名
競
争
入
札
（
６
社
）

の
結
果
、
株
式
会
社
大
崎

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
エ
ン
ヂ
ニ

ア
リ
ン
グ
大
阪
支
店
が
落

札
し
、
７
千
２
６
０
万
円

（
消
費
税
込
み
）
で
契
約

す
る
も
の

王
寺
町
監
査
委
員
の
選

任
同
意
に
つ
い
て

【
同　

意
】

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
購

入
契
約
に
つ
い
て

【
可　

決
】

王
寺
義
務
教
育
学
校

（
北
・
南
）校
内
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
整
備
工
事
の

請
負
契
約
に
つ
い
て

人
事
案
件

契
約
議
決

契
約
議
決

（北）視察の様子

（南）改修後の普通教室 （北）大階段部分

マイナンバーのPRキャラクター
「マイナちゃん」

【
決
算
特
別
委
員
会
】

●
「
一
般
会
計
」・「
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
」・「
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
」・「
下
水
道
事
業
特
別

会
計
」・「
介
護
保
険
特
別

会
計
」・「
水
道
事
業
会
計
」

の
令
和
２
年
度
の
決
算
認

定
に
か
か
る
審
査

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
】

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
） 

●
王
寺
町
災
害
対
策
基
金
条

委
員
会
付
託
案
件

決
算
認
定

王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
協
議
会

〇
工
事
進
捗
率（

８
月
末
時
点
）

　

・
北　（
約
51
％
）

　

・
南
　
（
約
38
％
）

例
の
制
定

●
義
務
教
育
学
校
の
設
置
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定

●
王
寺
町
立
小
学
校
、
中
学

校
、
幼
稚
園
設
置
条
例
の

全
部
改
正

【
く
ら
し
環
境
常
任
委
員
会
】

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

●
王
寺
町
附
属
機
関
の
設
置

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
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議　　案　　名
結　

果

玉
守　

数
叔

若
林　

か
ず
み

坂
下　

早
苗

北
村　

達
夫

小
山　

郁
子

大
久
保　

一
敏

松
岡
ま
さ
ゆ
き

鎌
倉　

文
枝

楠

本　

勝

幡
野　

美
智
子

（議第４４号）令和２年度王寺町一般会計歳入歳出決算の認定について
原
案
承
認

〇〇〇〇●〇〇〇〇●
（議第４５号）令和２年度王寺町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 〇〇〇〇●〇〇〇〇●
（議第４６号）令和２年度王寺町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 〇〇〇〇●〇〇〇〇●
（議第４８号）令和２年度王寺町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 〇〇〇〇●〇〇〇〇●
（議第４９号）令和２年度王寺町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 〇〇〇〇●〇〇〇〇●

賛成＝〇　反対＝●　※中川議長が欠席により、議長の職を務めた沖副議長は採決に加わらない。起立採決の議案

全会一致の議案

本会議トピックス

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書
　沖縄戦では一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦が行われ、多くの尊い命が失われた。糸満市摩文仁の平和祈念公園内
にある 「平和の礎」には、国籍や軍人、民間人の区別なく、沖縄戦などで亡くなられた 24 万1593 名の氏名が刻銘されてい
る。糸満市摩文仁を中心に広がる南部地域は、1972 年の本土復帰に伴い、戦争の悲惨さや命の尊さを認識し、戦没者の
霊を慰めるために、自然公園法に基づき、戦跡としては我が国唯一の「沖縄戦跡国定公園」として指定されている。同地域では、
沖縄戦で犠牲を強いられた県民や命を落とされた兵士の遺骨が残されており、戦後76 年が経過した今でも戦没者の収骨
が行われている。さきの大戦で犠牲になった人々 の遺骨が入った土砂を埋立てに使用することは人道上許されない。
　よって本町議会は、下記の事項が速やかに実現されることを強く要請する。

記
１　悲惨な沖縄戦の戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに使用しないこと。
２　日本で唯一、住民を巻き込んだ苛烈な地上戦があった沖縄の事情を鑑み、「戦没者の遺骨収集の推進に関する法律」に

より、日本政府が主体となって戦没者遺骨収集を実施すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和３年９月１０日

王　寺　町　議　会
意見書提出先

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・外務大臣・厚生労働大臣・国土交通大臣・環境大臣・防衛大臣
沖縄及び北方対策担当大臣

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的・社会的影響を及ぼしてお
り、国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、来年度においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況
に直面している。地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防災・減災対策、
デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれる社会保障等への対応に迫られており、このためには、
地方税財源の充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。

記
１　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針２０２１」において、令和３年度

地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係
経費が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、断じて行わないこと。また、生
産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来国
庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

３　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額とする負担調整措置に
ついては、令和３年度限りとすること。

４　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、更なる延長は
断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配分すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和３年９月１０日

王　寺　町　議　会
意見書提出先

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・経済産業大臣・内閣官房長官・経済再生担当大臣

■本会議において、下記の意見書の提出が可決されました。意 見 書

討 論

　高すぎる保険税が更に引上げされた。又、資格証発行
は滞納者を医療から遠ざけることになるので止めるべき。

　決算で黒字になった分を、新型コロナウイルスの影響で苦難
を強いられている住民を応援する費用にあてる計画があるべき
だった。また、高齢者優待入浴補助やバス運賃助成事業の自
己負担は廃止すべき。新型コロナウイルス感染症対策として、
もっと住民のくらしに即した町独自の支援をすべきである。

　上がり続ける高い保険料は高齢者の暮らしの安心を奪
う。社会保障充実の観点からこの制度は見直されるべき。

　県域水道一体化までに、高い水道料金で貯めた余剰金を
使い、基本料金の減免を継続的に行い住民に還元すべき。

　個別性が高い介護労働を画一化した国の交付金制度は
高齢者が必要なサービスを受けることが困難になる。

　県内保険税統一に向けて適正な賦課がされている。ま
た、医療費適正化への取組を積極的に実施されている。

　新型コロナウイルス感染症対策として地方創生臨時交付金
など国、県の補助金を活用し、地域経済や住民生活を支援
するため、地域の実情に即して、きめ細やかに事業を実施し
た。また、子育て支援の充実や教育環境の充実など多くの事
業を計画的に実施した。財政健全化比率はすべて健全な数
値を維持し、令和２年度も黒字決算であった。

　奈良県後期高齢者医療広域連合と連携して事業運営に
あたられ、予算執行も含め事務が適正に遂行されている。

　コロナ支援対策として、水道基本料金免除を実施しながら
老朽管更新工事の継続的実施や有収率回復に努めている。

　コロナで収入が減少した被保険者への減免やケアプラン
点検など介護給付費の適正化に向けた取組を実施した。

幡野美智子 議員

小山　郁子 議員

幡野美智子 議員

小山　郁子 議員 幡野　美智子 議員

松岡　まさゆき 議員

大久保　一敏 議員

楠本　勝 議員

若林　かずみ 議員 坂下　早苗 議員

反対討論

反対討論

反対討論

反対討論 反対討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論

賛成討論 賛成討論

令和２年度王寺町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

令和２年度王寺町一般会計
歳入歳出決算の認定について

令和２年度王寺町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について

令和２年度王寺町水道事業会計
利益の処分及び決算の認定について

令和２年度王寺町介護保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

議　案　名 議決結果
（報第１１号）【専決処分事項の報告】　王寺町手数料徴収条例の一部を改正する条例について 原案承認
（議第４０号）【選任同意】　王寺町監査委員の選任同意について

原案同意
（議第４１号）【任命同意】　王寺町教育委員会の委員の任命同意について
（議第４２号）【選任同意】　北葛城郡公平委員会委員の選任同意について
（議第４３号）【　  〃  　】　王寺町固定資産評価審査委員会の委員の選任同意について
（発議第１１号）【特別委員会設置】　令和２年度王寺町決算特別委員会の設置について

原案可決
（発議第１２号）【委員の選任】　令和２年度王寺町決算特別委員会の委員の選任について
（議第４７号）【決算認定】　令和２年度王寺町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定
（議第５０号）【補正予算】　令和３年度王寺町一般会計補正予算（第４号）について

原案可決

（議第５１号）【　  〃  　】　令和３年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第１号）について
（議第５２号）【条例制定】　王寺町災害対策基金条例の制定について
（議第５３号）【　  〃  　】　義務教育学校の設置に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
（議第５４号）【条例改正】　王寺町立小学校、中学校、幼稚園設置条例の全部改正について
（議第５５号）【　  〃  　】　王寺町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について
（議第５６号）【契約議決】　業務用パソコンの購入契約について
（議第５７号）【　  〃  　】　王寺町立学校給食センター関係備品の購入契約について
（議第５８号）【　  〃  　】　王寺町立幼稚園通園バスの購入契約について
（議第５９号）【　  〃  　】　王寺町立義務教育学校学校備品の購入契約について
（議第６０号）【　  〃  　】　王寺町立義務教育学校カーテンの購入契約について
（議第６１号）【　  〃  　】　王寺町文化福祉センター大ホール照明更新工事の請負契約について
（議第６２号）【決算認定】　令和２年度王寺周辺広域市町村圏協議会歳入歳出決算の認定について 原案認定
（発議第１３号）【意  見  書】　沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂を埋立てに使用しないよう求める意見書について

原案可決
（発議第１４号）【意  見  書】　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について

【第３回定例会】議決結果（９月１０日・２８日）
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一般会計決算額令和２年度
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・
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査

決
　
算

原案
認定

138億2千705万9千円

134億5千216万4千円

区   分 令和２年度 令和元年度 増減率（％）
歳 入 総 額 １３８億２千７０５万９千円 ９８億８千５４９万１千円 ３９．９
歳 出 総 額 １３４億５千２１６万４千円 ９３億８千８２万７千円 ４３．４
歳 入 歳 出 差 引 額 ３億７千４８９万５千円 ５億４６６万４千円 △２５．７
翌年度へ繰越すべき財源 ５千３４０万６千円 ７０９万３千円 ６５２．９
実 質 収 支 額 ３億２千１４８万９千円 ４億９千７５７万１千円 △３５．４

区   分 令和２年度 令和元年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ２２億２千７２３万１千円 ２３億８千４６７万５千円 △６．６
歳 出 総 額 ２２億２千５７６万４千円 ２３億８千４１０万６千円 △６．６
歳 入 歳 出 差 引 額 １４６万７千円 ５６万９千円 １５７．８
翌年度へ繰越すべき財源 ０円 ０円 －
実 質 収 支 額 １４６万７千円 ５６万９千円 １５７．８

区   分 令和２年度 令和元年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ４億２９５万７千円 ３億７千３７２万９千円 ７．８
歳 出 総 額 ４億２５０万２千円 ３億７千１６２万８千円 ８．３
歳 入 歳 出 差 引 額 ４５万５千円 ２１０万１千円 △７８．３
翌年度へ繰越すべき財源 ０円 ０円 －
実 質 収 支 額 ４５万５千円 ２１０万１千円 △７８．３

区   分 令和２年度 令和元年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ８億４千３９９万３千円 ７億９千２３１万１千円 ６．５
歳 出 総 額 ８億２千２９３万５千円 ７億９千８８万９千円 ４．１
歳 入 歳 出 差 引 額 ２千１０５万８千円 １４２万２千円 １３８０．９
翌年度へ繰越すべき財源 ２千１０万円 ０円 皆　増
実 質 収 支 額 ９５万８千円 １４２万２千円 △３２．６

区   分 令和２年度 令和元年度 増減率（％）
歳 入 総 額 １９億５千８１９万５千円 １９億２千５４４万７千円 １．７
歳 出 総 額 １９億１千８９５万１千円 １８億５千１８０万２千円 ３．６
歳 入 歳 出 差 引 額 ３千９２４万４千円 ７千３６４万５千円 △４６．７
翌年度へ繰越すべき財源 ０円 ０円 －
実 質 収 支 額 ３千９２４万４千円 ７千３６４万５千円 △４６．７

区   分 令和２年度 令和元年度 増減率（％）
収 入 総 額 ６億４千３７万９千円 ６億２千４０６万６千円 ２．６
支 出 総 額 ８億２７万７千円 ５億５千８８６万６千円 ４３．２
収 支 差 引 額 △１億５千９８９万８千円 ６千５２０万円 －
実 質 収 支 額 △１億６千３９２万６千円 ４千６１８万７千円 －

区   分 令和２年度 令和元年度 増減率（％）
歳 入 総 額 ５２０万６千円 ４７１万３千円 １０．５
歳 出 総 額 ４７７万３千円 ４２６万８千円 １１．８
歳 入 歳 出 差 引 額 ４３万３千円 ４４万５千円 △２．７
翌年度へ繰越すべき財源 ０円 ０円 －
実 質 収 支 額 ４３万３千円 ４４万５千円 △２．７

区   分 令和２年度 令和元年度 増減率（％）
収 入 総 額 ７千６００万２千円 ８千１８５万９千円 △７．２
支 出 総 額 ２億３千１９８万９千円 ２億８千９７０万６千円 △１９．９
収 支 差 引 額 △１億５千５９８万７千円 △２億７８４万７千円 ２５．０

【　一　般　会　計　】

【国民健康保険特別会計】

【後期高齢者医療特別会計】

【下水道事業特別会計】

【介護保険特別会計】

【 水 道 事 業 会 計 】

（介護保険事業）

（収益的収支）

（介護サービス事業）

（資本的収支）

＜令和２年度　決算特別委員会委員＞
・委 員 長：鎌倉　文枝
・副委員長：小山　郁子
・委　　員：議長及び議会選出監査委員を除く全議員

「王寺町土地開発公社」、「王寺地域振興株式会社」、「王寺都市開発株式会社」の令和２年度決算報告を
受けています。

挙手多数　認定

挙手多数　認定

挙手多数　認定

全会一致　認定

挙手多数　認定

挙手多数　認定

歳入

歳出

報告事項
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歳入歳出予算の総額にそれぞれ、１億４７５万５千円を増額し、総額を１３８億 3 千７１１万２千円と
するもの

【主な歳入】
・  普通交付税（＋５千５４８万円）
・  国庫支出金〔新型コロナワクチン接種事業費〕（＋８千１９９万円）
・  　　〃　　〔地方創生臨時交付金〕（△１千４１８万円）
・  県支出金〔飲食店等営業時間短縮協力金〕（△３千２３２万円）
・  繰入金〔財政調整基金〕（△２億１千４７２万円）
・  繰越金（＋３億２千１４８万円）
・  町債〔臨時財政対策債〕（△９千６０万円）　など

【主な歳出】
・  財政調整基金積立金（＋１億６千１００万円）
・  災害対策基金積立金（＋１千５００万円）
・  新型コロナワクチン接種事業費（＋８千１９９万円）
・  飲食店等営業時間短縮協力金（△５千４万円）
・  公債費（△８千１７８万円）　など

　住民基本台帳や税情報などを処理する現システムの保守期間が令和４年３月で満了する。複数社と費用比較
等を行った結果、現システムの更新が最も安価で確実であったため、現システムを更新し、令和４年４月から新シ
ステムの稼働を開始するもの。今後は、国がめざす令和７年度中にガバメントクラウドを利用した標準準拠システ
ムへ安全かつ効果的に移行できるよう準備を進めていく。
※ガバメントクラウド・・・共通の基盤・機能を提供する複数のクラウドの利用環境

　「王寺町まちづくり基本条例」（令和３年４月施行）に規定された「まちづくり協議会」のあり方については、担い手と
なる団体の意見を聴きながら具体化していくこととしている。その第一歩として、自治会や各種住民活動団体を中心とし
た「まちづくり協議会懇話会」を設置し、王寺町にふさわしい「まちづくり協議会」のあり方について、協議を重ねていく。

　ＧＩＧＡスクール構想の実現のために整備した児童生徒１人１台端末を学校内の場所を問わず、あらゆる教育活
動で活用できるよう、また、オンライン授業などもスムーズに実施できるよう高速大容量の校内通信ネットワーク
を整備するもの（９月２８日の本会議で契約議決）

　令和４年４月の北・南２園化に向けて、町立幼稚園の新たな教育目標「学びの芽ばえ～王寺町の幼児教育～」
を策定。この新たな教育目標に基づき、各園で特色を生かしたカリキュラムを作成する。

・  調理、配送等業務の外部委託にかかる受託者の決定（６社による公募型プロポーザルを実施）
　→株式会社東洋食品（委託料：２億２４５万５千円）（期間：令和４年４月１日～令和７年３月３１日）

・  園・学校給食における食物アレルギー対応
　 →６品目（卵、乳、えび、かに、そば、落花生）について対応
　　※「卵」「乳」「えび」「かに」については「除去食対応」、「落花生」「そば」は使用しない

・  幼稚園給食
　→給食提供日数は基本週５日、給食費（月額３，８００円・日額２３０円）、アレルギー対応等を行うことから、町

費の栄養士職員を採用する

【趣旨】
　令和４年４月の義務教育学校の設置に関し、「王寺町立小学校、中学校、幼稚園設置条例」の全部を改正する
ことに伴い、関係条例の改正を行うもの

【改正内容】
　「小学校」、「中学校」が「義務教育学校」に改正されることに伴い、「小学校」、「中学校」の文言等がある条例
を改正するもの（下記７条例）

①王寺町暴力団排除条例　②王寺町附属機関の設置に関する条例　③王寺町立幼稚園預かり保育条例
④王寺町就職支度金支給条例　⑤王寺町学童保育条例　⑥王寺町放課後児童健全育成事業の設備
及び運営に関する基準を定める条例　⑦王寺町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例

【施行日】　令和４年４月１日

【趣旨】
　令和４年４月に町内の３小学校と２中学校を再編し、新たに南北２校の義務教育学校を設置するとと
もに、その校区にあわせて町立幼稚園も３園から２園に再編するため、本条例の全部を改正するもの

【改正内容】
・  条例の題名を「王寺町立義務教育学校及び幼稚園設置条例」とする
・  南北２校の義務教育学校及び２園の幼稚園の名称及び位置を次のように定める

【施行日】　令和４年４月１日

【補正予算】

【報　告】

【条例制定・改正】

令和３年度王寺町一般会計補正予算（第４号）について

住民情報システムの更新

王寺町まちづくり協議会の設立に向けた事業展開

王寺義務教育学校（北・南）校内通信ネットワーク整備工事の請負契約

幼稚園の再編に伴う町立幼稚園教育目標の策定

令和４年４月開設の新学校給食センター

義務教育学校の設置に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

王寺町立小学校、中学校、幼稚園設置条例の全部改正について

【全会一致　可決】
【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

【趣旨】
　災害に対する迅速な対応と災害からの早期復興を図るために行う災害応急対策、災害復旧及び
被災地の支援活動等の災害対策に要する経費の財源に充てるため基金を設置するもの

【積立額】
　１千５００万円を積立し、積立原資の一部については、王寺町日赤有功会の活動休止に伴う寄付
金等を活用

【施行日】　公布の日

王寺町災害対策基金条例の制定について 【全会一致　可決】

〔義務教育学校〕
名　称 位　置

王寺町立王寺北義務教育学校 王寺町本町１丁目２０番４５号

王寺町立王寺南義務教育学校
王寺町太子２丁目１番３０号

王寺町畠田９丁目１７０３番地

〔幼稚園〕
名　称 位　置

王寺町立王寺北幼稚園 王寺町舟戸３丁目７番１０号

王寺町立王寺南幼稚園 王寺町明神２丁目１２番１号

当初、事業者数（１５０事
業所）は経済センサスの

「飲食区分」の数値をもと
に計上していたが、デリバ
リー等の支給対象外の事
業所が含まれていたため。

【 Ａ 】

 飲食店等営業時間短縮
協力金の減額理由は

【 Ｑ 】
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く
ら
し
環
境
９
月
２１
日　
補
正
予
算
・
条
例
改
正
を
審
査
・
各
種
報
告
受
理

【条例改正】

【報　告】

【補正予算】

〔趣旨〕
　男女参画共同社会の実現を目指した計画等の策定にあたり、必要な事項の調査及び協議を行う「王
寺町男女共同参画計画等策定委員会」を設置するため、次の２条例の一部を改正するもの
　① 王寺町附属機関の設置に関する条例
　② 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

〔施行日〕
　公布の日

①第２浄水場電気設備更新工事（明神４丁目） ・進捗率（約２０％）
　・耐用年数を経過した高圧受電盤、送水ポンプ盤などを更新するもの
　・６月２２日入札（事後審査型条件付一般競争入札）株式会社日立製作所関西支社が落札
②県道畠田藤井線配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕１・２工区（本町４・５丁目）
　〔仮設工事　１・２工区〕進捗率　１工区（約８０％）、２工区（約５０％）
　・７月２９日入札（指名競争入札）株式会社エス・イーが落札
　〔本設工事　１工区〕未着手
　・７月２９日入札（指名競争入札）千葉水道工業所株式会社が落札
　〔本設工事　２工区〕未着手
　・７月２９日入札（指名競争入札）株式会社吉川設備王寺営業所が落札
③本町１丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕（本町１丁目）
　〔仮設工事〕進捗率（約９０％）
　・６月１６日入札（指名競争入札）北川工務店が落札
　〔本設工事〕進捗率（約７０％）
　・６月１６日入札（指名競争入札）株式会社大角水道設備工業所が落札
④久度１丁目地内配水管改良工事〔仮設〕〔本設〕（久度１丁目）
　・下期発注予定
※②～④の工事については、老朽管更新計画に基づいた、平成２７年度からの継続事業

〔介護保険事業〕
歳入歳出予算の総額にそれぞれ、４千３０４万５千円を増額し、総額を２０億２千６０４万５千円とするもの

【主な歳入】
・国庫支出金　＋４６９万円
・繰越金　＋３千９２３万円

【主な歳出】
・一般介護予防評価事業　＋５３４万円
・基金積立金　＋３千６５３万円

〔介護サービス事業〕
歳入歳出予算の総額にそれぞれ、４２万３千円を増額し、総額５０３万３千円とするもの

【歳入】   ・繰越金　＋４２万円
【歳出】   ・他会計繰出金　＋４２万円

王寺町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例について

令和３年度上水道事業の進捗状況

令和３年度王寺町介護保険特別会計補正予算（第１号）について 【全会一致　可決】

【全会一致　可決】

・  「奈良県広域水道企業団設立準備協議会」が設立（令和３年８月２日）
・  県域水道一体化にかかる今後のスケジュール
　→令和４年度に「基本計画」を策定し、「基本協定」を締結
　→令和６年度中に一部事務組合（企業団）設立、令和７年度からの事業統合を目指す

・  事業進捗率（全体：７９％）
　道路新設改良工事（５０％）、舗装新設改良工事（３５％）、道路維持修繕工事（８８％）、
　水路新設改良工事（５０％）、水路維持修繕工事（９０％）

　奈良県緊急対処措置（令和３年４月２７日発出）に基づき、営業時間短縮にご協力いただいた飲食店に協力金を支給
（協力事業者数９６事業者）

　委員会開催日（９月２１日）現在の状況説明を受ける。（状況は、日々更新されるため、内容は割愛）
　※最新情報は、王寺町公式サイトでご確認いただけます。
　町の集団接種の新規予約受付は、９月末をもって一時終了（町内医療機関での接種は、引き続き実施）

・  新型コロナウイルスにより影響を受けている住民皆様への生活支援と消費喚起による地域
　経済活性化を目的として、町内登録店舗で利用できる振興券を配布（国の地方創生臨時交付金第３次分を活用）

・  交付額は対象者１人につき４，０００円（５００円券 ×８枚）
・  利用期間（４月１０日から７月３１日まで）　※ 飲食店のみ、コロナ禍での分散利用を目的に９月３０日まで延長
・  交付対象者数２４，４２５人のうち、配布済数２４，２９２人で交付率９９．５％

・  高齢者人口の増加及び近隣町の状況を踏まえ、令和３年度から下記のとおり事業内容の見直しを行った
・  見直しの内容

数え年８８歳の方について、令和３年度は５千円相当のカタログギフトとし、令和４年度以降は廃止する。なお、
数え年１００歳の方（現金１０万円交付）は従来どおり交付する。

・  王寺町のごみの状況　 特に「可燃ごみ」の量が国、県、近隣市町に比べ多い
　→各家庭から出るごみの「１人１日あたりの量」の比較では、全国及び県平均の約１．１倍、
　→可燃ごみの「１人１日あたりの量」は、5７０グラム（近隣市町で最も少ない斑鳩町の約２. ５倍）
　→ごみ処理に係る経費 ( 令和元年度 ) は、年間で約２億５，９００万円（住民１人あたり換算で約１１，０００円）
　→仮に、１人１日あたりの可燃ごみの量を１００グラム減量できれば、年間で約１，２００万円
　　（住民１人あたり換算で約５００円）の経費削減につながる

・  今後、町を挙げて「王寺町ごみ減量化・分別プロジェクト」に取り組む
　→ごみ減量化の目標値として、「１人１日あたりマイナス１００ｇ」（通常サイズのみかん１個分相当の重さ）を掲げ、
　　ごみ有料化の前に住民１人ひとりの努力で、減量化を実現する

【具体策】　
〇プラスチックごみの分別収集開始（令和４年４月～）
〇分別ルールの徹底に向けた警告シールの貼り付け
〇「雑がみちゃれんじ袋」の全戸配布　※詳細（Ｐ１６）
〇「ごみ分別手引書」の作成や公共施設への資源ごみ回収ステーションの設置、町広報誌による啓発など

県域水道一体化

令和３年度町内要望土木工事の進捗状況

奈良県緊急対処措置に基づく飲食店営業時間短縮協力金の実績

新型コロナワクチン接種における接種状況

「雪丸振興券」配布及び利用状況

「敬老祝賀事業」の見直し

ごみ減量化における具体策

男女共同参画計画を策定する委員会であるので委員の男女
の比率を考慮し、県の助言等をいただきながら人選を行う

【 Ａ 】
策定委員会の委員の男女の比率について【 Ｑ 】
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教
育
長　

①
葛
下
川

遊
歩
道
ト
ン
ネ
ル
は

バ
イ
ク
の
通
り
抜
け
が
多

く
危
険
で
あ
っ
た
た
め
、
終

来
年
４
月
開
校
の
義

務
教
育
学
校
の
通
学

路
の
な
か
で
、
特
に
懸
念

さ
れ
る
３
地
点
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
質

問
と
要
望
を
も
と
に
伺
う
。

①
鎌
窪
橋
に
続
く
葛
下
川

遊
歩
道
ト
ン
ネ
ル
と
現
王

寺
中
学
校
入
口
（
文
具
店

義
務
教
育
学
校
の
通
学
路
の
安
全
対
策

懸
念
さ
れ
る
３
地
点
に
つ
い
て

県
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
実
態
調
査
が
、
公

立
中
学
３
年
生
（
１
万
５
０
０

人
）、
公
立
高
校
生
（
２
万
２

９
０
０
人
）
を
対
象
に
行
わ

れ
、
そ
の
う
ち
、
中
学
３
年

生（
76
人
）、
公
立
高
校
生（
１

０
１
人
）
が
該
当
者
で
あ
っ

た
。
①
該
当
者（
中
学
３
年
生
）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
と
支
援
に

つ
い
て該

当
生
徒
に
は
「
状
況
変
化
な
ど
必
要

あ
れ
ば
相
談
を
」
と
伝
え
て
い
る

今
後
も
安
全
な
通
学
路
の
確
保
に

努
め
る

の
中
に
、
本
町
の
生
徒
は
い

る
の
か　

②
中
学
２
年
生
以

下
の
町
独
自
調
査
の
実
施
は

　

③
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
つ
い
て
。

教
育
総
務
部
長
　

①
本
町
の
該
当
者
は

２
名　

②
中
学
１・２
年
生
対

象
の
町
独
自
調
査
を
実
施
し
、

該
当
者
は
３
名
。（
①
の
生
徒

に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
経

過
観
察
を
し
、
見
守
っ
て
き
た

生
徒
。
①
・
②
の
生
徒
と
も
二

者
懇
談
で
生
徒
の
状
況
を
確

認
。
生
徒
の
や
り
た
い
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
で
は
な
い
が
、

状
況
が
変
化
す
る
な
ど
必
要

が
あ
れ
ば
学
校
に
相
談
す
る

一 般 質 問

日
バ
イ
ク
の
通
行
禁
止
を

警
察
に
要
望
、
来
年
度
よ

り
適
用
さ
れ
る
予
定
。
町

と
し
て
も
、
こ
れ
に
あ
わ
せ

て
物
理
的
に
バ
イ
ク
通
行

が
で
き
な
い
よ
う
に
車
止

め
の
バ
リ
カ
ー
な
ど
を
設

置
し
て
い
く
。
ま
た
、
文
具

店
前
の
横
断
に
つ
い
て
は
、

車
の
交
通
量
が
多
く
、
速

度
が
上
が
り
や
す
い
箇
所

で
あ
る
た
め
、
義
務
教
育

学
校
の
通
学
路
か
ら
外
し

て
お
り
、
北
側
の
信
号
が

あ
る
横
断
歩
道
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
畠
田
か
ら
太
子
へ
の
林

道
に
つ
い
て
は
、
既
に
防
犯

カ
メ
ラ
６
機
を
設
置
し
て

お
り
、
さ
ら
に
今
後
行
う

安
全
対
策
と
し
て
、
見
通

し
確
保
の
た
め
道
路
両
側

の
樹
木
を
伐
採
し
、
不
審

者
に
よ
る
山
側
へ
の
連
れ

王
寺
町
は
奈
良
県
の

西
の
玄
関
口
と
し
て

王
寺
駅
を
中
心
に
西
和
地

域
の
中
核
都
市
に
発
展
し
、

２
０
２
０
年
国
勢
調
査
の
人

口
で
は
、
５
年
前
の
調
査

と
の
比
較
で
１
０
２
９
人
増

え
、
県
内
で
は
一
番
人
口
が

増
加
し
た
自
治
体
と
な
り
、

王
寺
駅
前
（
北
・
南
）
ロ
ー
タ
リ
ー
広
場

の
美
化
に
つ
い
て

適
正
な
予
算
を
計
上
し
、

　
　
　
　
　
　

維
持
管
理
を
行
う

理
事　

王
寺
駅
南
駅

前
広
場
は
平
成
25
年

に
策
定
し
た
植
栽
計
画
に

基
づ
き
交
通
島
に
四
季
折
々

の
花
を
植
え
、
冬
季
に
は
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
点
灯
す

る
な
ど
、
賑
わ
い
の
創
出
を

行
っ
て
い
る
。
北
駅
前
広
場

は
平
成
16
年
に
完
了
し
た

市
街
地
再
開
発
事
業
と
併

せ
て
駅
前
広
場
周
辺
の
整
備

を
行
い
町
花
で
あ
る
サ
ツ
キ

や
ツ
ツ
ジ
等
を
主
体
に
植
栽

し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
、

ケ
ヤ
キ
に
鳥
の
大
群
が
集
ま

り
、
鳴
声
と
糞
に
よ
る
鳥
害

が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
全
て
の
枝
を
短
く
剪
定

し
て
対
処
し
て
い
る
が
美
観

を
損
ね
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
美
観
の
改
善
を
図
る

た
め
、
花
木
の
植
え
替
え
も

含
め
、
町
の
植
栽
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
助
言
を
得
な
が
ら
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
々
の
草
引
き
や
水

や
り
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
な
ど
で
管
理
が

行
き
届
い
て
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

（質問議員 ８名）

令和３年第３回定例会
（令和３年９月１３日）

一般質問要旨

１２月７日（火）　
  ９時２０分	 議会運営委員会
１０時００分	 本会議（議事上程等）

１２月８日（水）
  ９時３０分	 本会議（一般質問）

１２月１０日（金）
  ９時３０分	 総務文教常任委員会

１２月１３日（月）
  ９時３０分	 くらし環境常任委員会

１２月１４日（火）
１０時００分	 義務教育学校特別委員会

１２月１６日（木）
  ９時３０分	 議会運営委員会
１０時００分	 本会議

場所：役場３階　議場
受付：議場前で受付し入場してください。
場所：役場３階　協議会室
受付：協議会室前で受付してください。
（開始５分前までに受付を済ませてください。）

12月議会を開催します
（令和3年第4回定例会の予定）

各委員会

本会議

　議員が本会議で町の一般事務や将来に対する方
針などについて質問することです。
　本紙では、質問及び答弁の
要旨を掲載いたします。なお、右
記のＱＲコード読み取りアクセ
スいただきますと、一般質問の
録画映像を視聴することがで
きます。

～～  一 般 質 問  ～～

※変更の場合は、王寺町公式サイトでお知らせいたします。

〔新型コロナウイルス感染症対策〕
①傍聴の際は、手指消毒、マスク着用、検温にご協力願います。
（体調がすぐれない時は傍聴をお控え願います。）

②傍聴席の制限を行っています。
（本会議１０名以内・各委員会５名以内）

③本会議については、インターネット中継を積極的にご活
用下さい。

－－－－－－－－－　傍聴について －－－－－－－－－－

松岡 まさゆき 議員
（無所属）

住
み
こ
こ
ち
ラ
ン
キ
ン
グ
で

も
評
価
さ
れ
誰
も
が
住
み

た
い
と
憧
れ
る
ま
ち
と
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
王
寺
町

の
顔
と
も
い
え
る
駅
前（
北・

南
）
玄
関
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー

広
場
を
さ
ら
に
美
し
く
維

持
す
る
た
め
に
植
栽
に
見

合
っ
た
花
樹
を
植
え
、
住
民

込
み
防
止
と
イ
ノ
シ
シ
対

策
と
し
て
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

を
設
置
す
る
予
定
。
③
小

黒
送
迎
線
の
現
王
寺
南
中

学
校
入
口
の
Ｔ
字
路
の
交

差
点
に
つ
い
て
は
、
人
身

事
故
も
発
生
し
て
い
る
箇

所
で
あ
る
た
め
、
以
前
よ

り
信
号
機
の
設
置
を
警
察

へ
要
望
し
て
お
り
、
来
年
４

月
の
開
校
ま
で
に
は
設
置

さ
れ
る
予
定
。

幡野 美智子 議員
（日本共産党）

玉守 数叔 議員
（無所属）

の
方
々
を
は
じ
め
、
訪
れ
、

日
々
利
用
さ
れ
る
方
々
に
潤

い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
「
駅
前
づ
く
り
」
の
た

め
に
、
適
切
な
予
算
を
計
上

し
、
適
正
な
維
持
管
理
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。

王寺駅前（北側）

の
あ
る
と
こ
ろ
）
の
横
断

②
畠
田
か
ら
太
子
に
至
る

林
道

③
現
王
寺
南
中
学
校
入
口

の
小
黒
送
迎
線
の
横
断

具
体
的
な
支
援
の
必

要
は
な
い
の
か
。

①
企
業
団
開
業
ま
で

に
老
朽
管
更
新
を
ど

の
程
度
進
捗
さ
せ
る
の
か　

②
大
滝
ダ
ム
の
維
持
管
理

費
や
対
策
費
が
料
金
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
見
込
ま
れ
て

い
る
の
か　

③
豪
雨
に
対
処

す
る
事
前
放
流
で
飲
み
水

の
確
保
は
さ
れ
る
の
か
。

県
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
研
修
会
の
出
席
状

況
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
理
事
他

引
き
続
き
、
経
過
観

察
を
行
い
、
状
況
を
把
握

し
、
丁
寧
に
対
応
す
る
。

水
道
部
長　

①
老
朽

管
16
・
４
㎞
の
う
ち

３
・
８
㎞
を
７
億
９
千
万
円

（
見
込
）
で
工
事
予
定
。
②

見
込
ま
れ
て
い
る
。
③
確

保
さ
れ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
理
事

教
育
・
子
育
て
関
係

部
署
の
担
当
者
（
３
名
）
が

受
講
。【
要
望
】
子
ど
も
の
権

利
を
保
障
す
る
こ
と
が
問
題

の
核
心
な
の
で
、
こ
の
立
場

で
対
処
す
る
よ
う
要
望

よ
う
伝
え
て
い
る
。）　

③
県
か

ら
王
寺
小
学
校
に
１
名
派
遣
。

必
要
に
応
じ
、
他
校
の
問
題

に
対
応
。
派
遣
回
数
は
月
２

回
程
度
、
年
間
25
日
。
現
在
、

相
談
業
務
は
迅
速
に
対
応
で

き
て
い
る
。
今
後
、
必
要
が

あ
れ
ば
県
へ
の
増
員
要
望
や

町
独
自
配
置
を
検
討
す
る
。

県
域
水
道
一
体
化
に
つ
い
て

ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
専
門
業

者
に
委
託
す
る
た
め
に
必
要

な
予
算
計
上
を
行
い
、
適
切

な
維
持
管
理
を
行
い
特
徴
あ

る
駅
前
広
場
に
し
て
い
く
。

企
業
団
へ
の
留
保
資
金
は
県

下
市
町
村
公
平
に
す
る
べ

き
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
外
出
自
粛
が
続

く
中
、
特
に
高
齢
者
の
心

身
の
活
力
が
衰
え
る
フ
レ

イ
ル
状
態
を
防
ぐ
た
め
の

取
組
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

王
寺
町
の
フ
レ
イ
ル
予
防
の

取
組
み
を
伺
う
。
ま
た
、
②

住
民
福
祉
部
長　

①

王
寺
町
で
は
コ
ロ
ナ
禍

で
の
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
と

し
て
３
つ
の
取
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。
⑴
広
報
紙
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
啓
発
。
今
後
も

自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
フ
レ

イ
ル
対
策
を
紹
介
し
て
い
く
。 

⑵
「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

見
守
り
訪
問
」
に
お
け
る
フ
レ

イ
ル
対
策
⑶
介
護
予
防
教
室

の
開
催
。（
ち
ゃ
れ
ん
じ
デ
ラ
ッ

ク
ス
教
室
な
ど
。
感
染
症
対

策
の
下
、
定
員
を
２
分
の
１
に

縮
小
し
て
開
催
）
②
全
国
で
は

取
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
例
も

町
長　

①
昨
年
１１
月

に
「
明
神
山
眺
望
を

活
か
し
た
施
設
整
備
検
討
会
」

を
開
催
し
、
歴
史
的
眺
望
の

価
値
を
高
め
る
今
後
の
整
備

の
在
り
方
に
つ
い
て
専
門
家
の

意
見
を
伺
っ
た
。
昨
年
12
月
に

は
こ
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
募

集
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
。
本
年
５
月
と
７
月

に
美
し
ヶ
丘
自
治
会
、
８
月
に

畠
田
水
利
組
合
及
び
畠
田
の

３
自
治
会
の
皆
様
方
と
意
見

明
神
山
ス
カ
イ
デ
ッ

キ
新
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
①
進
捗
状
況
②
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

令
和
３
年
度
事
業
と

し
て
「
た
め
池
パ
ト

ロ
ー
ル
業
務
」
が
新
規
に

打
ち
出
さ
れ
た
。
た
め
池

管
理
者
に
対
し
て
、
点
検

及
び
管
理
能
力
向
上
の
た

め
の
指
導
を
行
い
、
継
続

的
な
た
め
池
の
監
視
と
管

理
体
制
の
強
化
を
図
る
と

理
事　

計
画
策
定
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
、
本
年
６
月
に
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
者
と
委
託
契

約
を
締
結
し
、
７
月
に
外
観

や
室
内
の
状
況
な
ど
建
物
の

実
態
調
査
を
実
施
。
こ
の
調

査
を
踏
ま
え
、
８
月
か
ら
９

た
め
池
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
に
つ
い
て

フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
に
つ
い
て

町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
策
定
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
検
討
項
目
に
つ
い
て

明
神
山
ス
カ
イ
デ
ッ
キ

　
　

新
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
内
に
業
務
を
完
了
し
適
正

管
理
で
安
全
確
保
を
図
る

「
運
動
」・「
栄
養
」・「
社
会
参
加
」
の
３
つ
の

視
点
か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
に
取
り
組
む

令
和
４
年
２
月
に
策
定
完
了
の
予
定

地
域
の
協
力
あ
る
い
は
参
画
を
お
願
い
し
な
が
ら
、

一
体
と
な
っ
て
明
神
山
の
価
値
を
高
め
て
い
き
た
い
。

月
に
改
修
等
が
必
要
な
箇

所
の
選
定
を
行
い
、
改
修
等

の
優
先
項
目
の
検
討
を
実
施

中
。

１０
月
か
ら
検
討
案
に
つ

い
て
、
住
宅
管
理
人
を
中
心

に
意
見
聴
取
を
行
い
、
改
修

内
容
に
応
じ
た
工
法
等
の
選

定
や
概
算
費
用
の
算
出
を

行
う
。

町
営
桃
山
住
宅
の
新

た
な
長
寿
命
化
計
画

策
定
の
予
算
が
計
上
さ
れ

た
。
策
定
に
あ
た
り
、
若

者
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
も
の

と
な
る
よ
う
検
討
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
計
画
策
定

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
検

理
事　

た
め
池
対
策

の
経
緯
と
し
て
、
平

成
30
年
の
７
月
豪
雨
で
広

島
を
中
心
に
、
32
か
所
の

た
め
池
が
決
壊
し
、
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

を
受
け
、
本
町
で
は
、
令

和
元
年
、
国
の
１
０
０
％
補

助
を
受
け
、
た
め
池
の
浸

水
想
定
図
の
作
成
と
構
造

調
査
を
実
施
し
、
防
災
重

点
た
め
池
40
か
所
を
選
定
。

令
和
２
年
５
月
に
は
、
た
め

池
マ
ッ
プ
、
歩
行
困
難
図
・

浸
水
想
定
区
域
図
を
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

公
表
。ま
た
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
も
防
災
重
点
た
め
池

の
表
示
を
加
え
、
全
戸
に
配

布
し
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

令
和
２
年

１０
月
、
県
は
新

た
な
法
施
行
を
受
け
、
災

害
時
に
影
響
が
極
め
て
大

き
い
池
を
Ａ
Ａ
種
、
そ
れ
以

外
を
Ａ
種
の
２
種
類
に
分

類
。
本
町
で
は
、
芦
田
池

な
ど
６
池
を
Ａ
Ａ
種
に
選

定
。

　

令
和
３
年
度
は
県
の
た

め
池
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
き
、
管
理
者
へ
の
管
理
技

北村 達夫 議員
（無所属）

新
生
児
聴
覚
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査

（
生
ま
れ
て
間
も
な
い
赤

ち
ゃ
ん
を
対
象
と
し
た
耳

健
康
子
育
て
支
援
部

長　

新
生
児
聴
覚
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い

て
は
、
妊
娠
届
出
時
や
各
医

療
機
関
で
妊
娠
中
に
検
査

の
必
要
性
な
ど
を
詳
し
く
説

明
す
る
こ
と
で
周
知
・
啓
発

を
し
て
い
る
。
新
生
児
の
受

診
の
有
無
や
検
査
結
果
は

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
新
生
児

訪
問
や
４
か
月
児
健
診
な
ど

で
把
握
し
て
い
る
。

　

未
受
診
の
方
へ
は
任
意
で

あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ

フ
レ
イ
ル
の
記
述
は
な
い
。
今

後
周
辺
の
状
況
も
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

術
指
導
の
た
め
の
「
た
め

池
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
」
を

行
う
。

　

進
捗
状
況
と
し
て
、
本

年
３
年
７
月
に
昨
年
の
調

査
で
詳
細
を
把
握
し
て
い

る
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
と
契
約
。
現
在
は

管
理
者
と
現
地
で
点
検
し

な
が
ら
聞
き
取
り
及
び
管

理
の
技
術
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
作
業
は

１２
月
末
に
終

え
、
デ
ー
タ
を
取
り
ま
と

め
、
年
度
内
に
業
務
を
完

了
さ
せ
る
。
今
後
の
更
な
る

実
施
す
る
検
査
で
は
あ
る
が

保
護
者
が
納
得
し
受
診
で
き

る
よ
う
促
し
て
い
る
。
検
査

費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
が
必
要
と
す
る
子
育

て
支
援
策
の
効
果
性
を
総
合

的
に
検
討
し
、
優
先
順
位
を

つ
け
な
が
ら
実
施
し
て
い
る

た
め
行
っ
て
い
な
い
が
、
引

き
続
き
、
周
知
・
啓
発
に
努

め
る
と
と
も
に
、
聴
覚
だ
け

で
な
く
、
運
動
発
達
や
視
覚

等
の
障
害
な
ど
の
早
期
発
見

に
努
め
、
乳
幼
児
の
健
康
の

保
持
増
進
を
図
っ
て
い
く
。

①
教
職
員
に
よ
る
わ

い
せ
つ
行
為
が
疑
わ

れ
る
情
報
が
あ
っ
た
場
合
の

指
導 

②
通
報
・
相
談
窓
口

の
設
置 

③
子
ど
も
た
ち
に
気

づ
き
を
促
す
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ゾ
ー
ン
教
育
へ
の
取
組
み 

④

わ
い
せ
つ
行
為
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
予
防
的
な
取

組
を
伺
う教

育
長　

①
学
校
長

か
ら
町
教
育
委
員
会

に
速
や
か
に
連
絡
、
そ
の
後
発

生
し
た
事
象
を
時
系
列
で
整

調
査
の
結
果
、
防
災
工
事

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、

補
助
金
を
活
用
し
対
応
す

る
。
今
後
も
、
た
め
池
管

理
者
と
情
報
共
有
を
密
に

し
、
常
に
状
況
を
確
認
し
、

適
切
な
管
理
で
地
域
住
民

の
安
全
確
保
を
図
る
。

２
月
初
旬
に
は
計
画
書
を
と

り
ま
と
め
、
２
月
下
旬
の
完

了
を
見
込
む
。
検
討
中
の
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。
①

若
者
世
帯
向
け
の
内
装
改

修
案
と
し
て
、
設
備
の
機
能

向
上
・
見
直
し
な
ど
、
居
住

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
和
室
を
洋
室
に
変
更
、

対
面
キ
ッ
チ
ン
、
台
所
・
洗

面
・
浴
室
へ
の
３
点
給
湯
の

導
入
を
検
討　

②
高
齢
者

世
帯
向
け
の
内
装
改
修
案

と
し
て
、
安
全
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
ユ
ニ
ッ

坂下 早苗 議員
（公明党）

楠本 勝 議員
（無所属）

若林 かずみ 議員
（無所属）

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
業
務

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

【
要
望
】
た
め
池
の
工
事
を

す
る
場
合
の
事
業
主
体
や
負

担
割
合
の
基
本
的
な
考
え
方

な
ど
、
水
利
組
合
と
協
議
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
要
望
】
聞
こ
え
の
対
策
と
し

て
対
話
支
援
機
器
な
ど
、
話

す
側
か
ら
の
支
援
の
と
り
く

み
を

【
要
望
】
相
談
し
や
す
い
環
境

を
県
教
育
委
員
会
に
強
く
要

望
し
て
ほ
し
い
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
（
聞
こ
え
）
フ

レ
イ
ル
の
取
組
み
を
伺
う
。

の
聞
こ
え
の
検
査
）
の
王
寺

町
の
取
組
み
を
伺
う
。

理
し
文
書
で
報
告
。
町
教
育

委
員
会
は
、
報
告
を
も
と
に
解

決
に
向
け
迅
速
か
つ
的
確
な

指
導
が
で
き
る
体
制
を
取
っ
て

い
る
。
②
各
学
校
で
養
護
教
諭

や
臨
床
心
理
士
が
対
応
。
ま

た
、
全
教
員
が
常
に
チ
ー
ム
学

校
と
し
て
通
報
・
相
談
の
窓
口

と
な
る
環
境
づ
く
り
を
実
施
。

さ
ら
に
、
県
教
育
委
員
会
と
連

携
し
、
ス
マ
ホ
か
ら
24
時
間
簡

単
に
利
用
で
き
る
相
談
通
報

窓
口
を
設
置
。
③
年
齢
に
応
じ

た
思
春
期
に
お
け
る
性
意
識

の
変
化
に
合
わ
せ
て
適
切
な

態
度
や
行
動
の
選
択
に
つ
い
て

学
習
し
、
自
分
の
体
を
大
切
に

す
る
こ
と
を
指
導
。
④
日
頃
か

ら
教
職
員
に
対
し
て
、
わ
い
せ

つ
行
為
に
繋
が
り
か
ね
な
い
行

動
を
禁
じ
る
指
導
を
実
施
。
校

内
研
修
等
で
全
教
員
へ
の
情
報

共
有
を
徹
底
。
今
後
、
児
童

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
教
職

員
へ
の
校
長
か
ら
の
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
す
る
等
、
よ
り
一

層
予
防
的
取
組
を
強
化
す
る
。

ト
バ
ス
や
浴
室
の
手
す
り
等

の
導
入
、
浴
槽
の
高
さ
の
改

善
、
住
宅
内
の
段
差
解
消
、

台
所
・
洗
面
・
浴
室
へ
の
３

点
給
湯
の
導
入
を
検
討
③
生

活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
上
水
道

の
安
定
供
給
を
維
持
す
る
た

め
、
全
６
カ
所
の
高
架
水
槽

の
改
修
を
検
討　

④
身
体

障
害
者
向
け
住
宅
は
一
部
の

棟
の
１
階
部
分
に
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
他
の
棟
の
１
階

部
分
に
も
構
造
的
に
確
保

が
可
能
で
あ
る
か
検
討　

⑤

建
築
以
来
、
未
実
施
と
な
っ

て
い
る
外
壁
改
修
工
事
の
検

討
　

こ
れ
ら
の
内
容
を
盛
り
込

み
、
新
た
な
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
、
若
者
世
帯
や
高

齢
者
世
帯
、
身
体
障
害
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も

に
引
き
続
き
、
予
防
保
全
型

管
理
に
努
め
、
コ
ス
ト
縮
減

を
図
る
と
と
も
に
、
入
居
者

に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
、

現
状
の
高
い
入
居
率
を
維
持

す
る
。

討
内
容
を
伺
う
。

交
換
を
行
っ
た
。
②
意
見
を
反

映
さ
せ
現
デ
ッ
キ
の
活
用
も

含
め
た
基
本
デ
ザ
イ
ン
の
再

検
討
案
を
作
成
し
た
い
の
で

予
算
措
置
の
在
り
方
も
含
め

議
会
に
も
早
急
に
相
談
す
る
。

ス
カ
イ
デ
ッ
キ
の
整
備
は
、
令

和
４
年
度
に
調
査
、
設
計
し
、

５
年
度
に
建
設
工
事
に
着
手
、

６
年
度
の
完
成
を
目
指
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

等
で
経
済
的
な
問

題
で
生
理
用
品
の
購
入
が

困
難
な
人
へ
、
４
月
26
日

か
ら
、
王
寺
町
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
（
り
ー
べ
る
５

階
）、
王
寺
町
社
会
福
祉
協

議
会(

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
で
無
償
配
布
が
行
わ

生
理
用
品
の
無
償
提
供
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
は

　
　
　
　

設
置
せ
ず
保
健
室
で
対
応

れ
て
い
る
が
、
何
人
取
り

に
来
た
か
。
次
に
、
小
中

学
校
で
は
保
健
室
で
生
理

用
品
を
配
布
さ
れ
て
い
る

が
、
女
子
ト
イ
レ
へ
の
設

置
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
部

長
他　

取
り
に
来
ら

れ
た
人
数
は
、
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
の
延
べ
20
人
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
延
べ
７

人
の
計
27
人
が
取
り
に
来

ら
れ
た
。
学
校
現
場
で
は
、

生
理
を
め
ぐ
る
問
題
の
解

決
だ
け
を
図
る
の
で
は
な

く
、
家
庭
環
境
な
ど
全
体

を
把
握
し
た
上
で
ケ
ア
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

生
理
用
品
は
女
子
ト
イ
レ

に
設
置
せ
ず
、
保
健
室
で

養
護
教
諭
に
よ
る
配
布
を

行
う
。

必
要
に
応
じ
て
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど

と
情
報
共
有
を
図
り
、
チ
ー

ム
学
校
と
し
て
取
り
組
む
。

小山 郁子 議員
（日本共産党）

【
要
望
】
保
健
室
へ
行
け
な
い

子
ど
も
の
た
め
に
女
子
ト
イ

レ
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

【
要
望
】
住
民
の
権
利
を
守
っ

て
平
和
を
保
障
す
る
の
が
自

治
体
の
重
要
な
役
割
と
い
う

認
識
を
し
っ
か
り
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

自
衛
官
募
集
事
務
に

お
い
て
、
名
簿
の
提

住
民
福
祉
部
長　

①
閲
覧
で
の
提
供
で

あ
っ
た
が
、
平
成
26
年
度

か
ら
提
供　

②
令
和
２
年

供
に
応
じ
ず
、
住
民
基
本
台

帳
の
閲
覧
の
み
と
す
る
自
治

体
は
約
60
％
、
提
供
し
て
い

る
自
治
体
は
約
33
％
。
王
寺

町
は
名
簿
を
紙
で
提
供
し
て

い
る
。
①
い
つ
か
ら
提
供
し

て
い
る
の
か 

②
対
象
者
は

18
歳
と
22
歳
か
、
ま
た
、
何

人
か 

③
ど
の
よ
う
な
根
拠

で
の
提
供
か
。
④
今
後
も
提

供
す
る
の
か

度
は
、
18
歳
（
１
９
６
人
）、

22
歳
（
２
０
６
人
）
計
４
０

２
人　

③
自
衛
隊
法
第
97

条
第
１
項
、
自
衛
隊
法
施

行
令
第
１
２
０
条
。
住
民

基
本
台
帳
法
上
も
問
題
な

い
。
④
提
供
す
る
。

全議員研修報告

まとめ方１

まとめ方２

まとめ方３

雑がみ回収袋を配布します（1 回限り）

ひもでしばる

小さな紙は雑誌に
はさむ

紙袋にいれる

雑がみとは・・・　　　　　　　　　　　

▶新聞・雑誌・ダンボール・紙パック
　以外の紙を雑がみといいます。
▶具体的には、コピー用紙、封筒、カレンダー、
　ハガキ、ティッシュやお菓子の箱、
　包装紙、紙袋、シュレッダーくず
　などの紙全般です。

雑がみの出し方　　　　　　　　　　　  
▶集めた雑がみは、散らばらないように
 　まとめて新聞・雑誌の収集日に出してください。
▶収集日は、ごみ収集カレンダーや
　王寺町公式サイトで確認してください。

雑がみの分別に
チャレンジしよう

配布する紙袋を使って、
雑がみの分別にチャレンジしよう

羽生 雄一郎 氏

受講研修

達磨寺方丈・明神山頂視察

◆開催日：令和３年１０月２１日（木）
◆場　所：いずみスクエア（いずみホール）
◆内　容：テーマ

「人口減少社会における議会の役割」
講  師　羽生 雄一郎 氏

（全国市町村国際文化研修所調査研究部長）
◆出席者：王寺町議会議員、北葛城郡・生駒郡の

町議会の正副議長など

【達磨寺方丈】 平成２９年から保存修理工事が行われ、令和２年１２月に工事が完了しました。
奈良県指定文化財であり、人気の観光スポットです。

　東京への一極集中を排除し、地
方公共団体の果たすべき役割に国
民の期待が寄せられるようになっ
たことなど、「地方分権改革」の経
緯を時系列にわかりやすくご説明
いただきました。
　これからの地方議会に期待され
る役割として、従来からの予算・議
案のチェックはもとより、幅広い分
野において議会からも提言していく
ことが必要であると感じました。
　この研修は、王寺町議会議員研
修として開催しましたが、近隣町で
ある、北葛城郡と生駒郡の町議会
の正副議長も出席していただきま
した。今後、広域での議論も実現し
ていきたいと切に思いました。

【明神山頂】
　山頂から３６０度の大パノラマが堪能でき、
１８００年の歴史空間と自然の癒しを体感できる
人気の観光スポットです。

観光ボランティアガイドの議会議員による説明

◆実施日：令和３年１１月１１日（木）
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■
令
和
３
年
１１
月
１９
日
発
行

この用紙は再生紙を使用しています。
環境負荷が少ない植物油インキを使用
しています。

　９月議会（１日目）の本会議前に第２回議場コンサートが
開催されました。
　今回は、王寺町文化協会箏曲部の皆様による演奏が
行われました。

　「日本の心」・「日本の情景」を素敵な琴の音に乗せて、
議場を包み込んでくださいました。

第２回 2021.9.10

議場コンサート

令和３年 第４回定例会（１２月議会）の
本会議

１２月7日（火） 午後10時００分～　
　➡本会議（議事上程等）
１２月8日（水） 午前9時3０分～　
　➡本会議（一般質問）
１２月16日（木） 午前10時００分～
　➡本会議（最終日）

★役場１階表玄関のテレビでもライブ配信
（生放送）を実施いたします。

※変更の場合は町公式サイトで周知いたします。
※「録画映像」は、ライブ配信の日から概ね１週間後

（土日祝除く）に配信いたします。
※新型コロナウイルス感染症対策として、傍聴席数

の制限等を行っています。密を避けるためにも、議
会インターネット中継をご活用下さい。

ライブ中継（予定）

〔1〕下記のとおり検索してアクセスする方法
検 索 　 王寺町議会 　➡　王寺町議会
➡ 本会議インターネット中継

〔２〕右記のＱＲコードからアクセスする方法
※上記〔１〕〔２〕によりアクセスすると、王寺町公式サイ

トの町議会のページから外部サイトにリンクします。

視 聴 方 法

王寺町議会の本会議を　
いつでも　どこでも
スマホ・タブレット・パソコンで
視聴できます！

議会インターネット中継配信中！！


